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Ⅰ 調査の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

 

１－１ 調査目的 

本調査は、浪江町住民の避難期間中の生活環境の整備や、帰還に向けた諸施策を適切に実施するため

の基礎資料とすることを目的とする。 

 

１－２ 調査内容 

※４－１ 使用調査票を参照のこと 

 

１－３ 調査設計 

（１）調査地域   浪江町 

（２）調査対象と標本数  世帯の代表者 9,087 世帯 

（３）調査手法   郵送にて配布・回収（自記式） 

（４）調査期間   平成２８年９月１２日（月）～平成 2８年９月２６日（月） 

（５）調査主体      復興庁、福島県、浪江町 

（６）調査機関   株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 

 

１－４ 回収結果 

有効回収数 4,867 世帯（有効回収率 53.6％） 

 

 

１－５ 報告書の見方 

・調査数（n ＝ Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回答比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の比率を合

計すると 100％を超える。 

・図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・調査数（n 値）が少数（概ね 30 を下回る）のものは、統計上、回答構成比の信頼性が低いため、文章

中の分析では言及していない。ただし、震災発生当時の住まいの行政区別の分析はｎ値が 30 を下回

る場合も言及する場合がある。 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

震災発生当時の住まいの行政区別にみると、中浜、両竹、末ノ森では「いわき市」が３割以上、南津島下で

は「福島市」が３割以上となっている。また、羽附では「福島市」「二本松市」が３割以上となっている。 

 

＜図表３－１－１－３ 主な避難先自治体（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 
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郡
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市
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宮
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県
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全  体 4,867 14 2 2.4 8.8 17.0 8.4 9 2 3.7 26.7

１区 98 8 2 2.0 9.2 27.6 9.2 3.1 3.1 29.6

２区 49 10 2 2.0 10.2 16.3 6.1 4.1 4.1 38.8

３区 33 6.1 - 24.2 27.3 9.1 3.0 - 21.2

４区 197 14.7 3.6 9.6 17.8 6.6 9.1 3.6 25.4

５区 120 10.0 2.5 13.3 18.3 10.0 7.5 0.8 31.7

６区 54 16.7 - 9.3 22.2 3.7 5.6 1.9 29.6

７区 55 18 2 1.8 9.1 14.5 5.5 12.7 1.8 29.1

８区 115 18.3 3.5 6.1 19.1 7.8 8.7 - 28.7

佐屋前 130 19 2 6.2 2.3 13.8 9.2 5.4 1.5 32.3

川添北 247 17.8 3.2 7.7 14.2 9.3 9.3 2.0 30.0

川添南 197 16 2 1.0 7.1 14.2 10.2 8.6 3.0 29.4

上ノ原 336 15.5 2.4 6.8 11.9 9.5 11.3 2.7 31.0

樋渡・牛渡 259 12.7 2.7 6.2 21.6 6.2 7.3 4.6 29.7

高瀬 144 13 2 4.2 13.2 10.4 14.6 9.0 2.1 22.9

幾世橋 168 10.7 3.6 7.1 18.5 13.7 7.1 3.0 31.0

北幾世橋北 144 13 2 4.9 14.6 16.0 13.2 5.6 4.2 17.4

北幾世橋南 64 12.5 3.1 17.2 14.1 6.3 3.1 6.3 29.7

北棚塩 58 20.7 6.9 6.9 19.0 8.6 3.4 6.9 22.4

南棚塩 81 12.3 3.7 21.0 27.2 6.2 2.5 4.9 14.8

請戸北 156 19 2 3.2 9.6 18.6 4.5 8.3 1.3 28.8

請戸南 115 19.1 0.9 6.1 18.3 7.0 11.3 3.5 24.3

中浜 40 30.0 2.5 7.5 17.5 7.5 10.0 - 22.5

両竹 25 32.0 - 4.0 12.0 4.0 4.0 4.0 36.0

小丸 26 19 2 3.8 3.8 19.2 15.4 19 2 - 11.5

畑川 11 - - 9.1 - - 36.4 27.3 9.1
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市

福

島

県

外

井手 86 16.3 1.2 5.8 19.8 4.7 18.6 1.2 25.6

田尻 229 14.8 1.7 11.8 8.7 7.9 8.7 3.1 33 2

末ノ森 35 31.4 - 17.1 11.4 5.7 22.9 - 2.9

大堀 90 14.4 - 11.1 15.6 7.8 5.6 8.9 24.4

小野田 84 21.4 4.8 3.6 10.7 4.8 11.9 2.4 27.4

谷津田 69 17.4 1.4 10.1 18.8 5.8 5.8 2.9 27.5

酒井 59 6.8 1.7 8.5 20.3 22.0 5.1 1.7 30.5

室原 151 12.6 4.6 14.6 13 2 4.6 6.0 3.3 28.5

立野上 61 1.6 - 11.5 11.5 4.9 18.0 9.8 32.8

立野中 72 9.7 1.4 13.9 12.5 11.1 9.7 9.7 25.0

立野下 86 24.4 2.3 5.8 19.8 5.8 12.8 2.3 16.3

苅宿 85 17.6 2.4 4.7 21 2 4.7 9.4 7.1 21 2

加倉 182 13.2 0.5 6.0 14.8 11.0 12.1 3.3 26.4

酒田 142 14.8 0.7 11.3 16 2 12.0 4.9 2.8 25.4

西台 93 10.8 2.2 8.6 18.3 8.6 8.6 9.7 26.9

藤橋 73 9.6 - 12.3 12.3 5.5 6.8 4.1 41.1

羽附 26 7.7 - 3.8 38.5 - 30.8 - 11.5

津島 89 1.1 - 3.4 25.8 5.6 24.7 5.6 19.1

下津島 30 3.3 6.7 3.3 26.7 6.7 13.3 10.0 10.0

南津島上 37 - - - 27.0 10.8 18.9 13.5 13.5

南津島下 48 14.6 2.1 2.1 35.4 6.3 8.3 8.3 8.3

赤宇木 63 1.6 1.6 3.2 23.8 11.1 19.0 6.3 17.5

手七郎 22 - - 9.1 27.3 4.5 13.6 9.1 13.6

大昼 16 12.5 - 6.3 18.8 - - 18.8 18.8

わからない 7 28.6 - - - 28.6 - - 28.6
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Ⅲ 調査結果 

 

 

＜図表３－２－６－３ 浪江町へ帰還する場合の住居形態（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 
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全  体 851 7.8 1.9 2.5 2.1 11.8 59.0 0.5 0.2 0.2 - 2.2 0.2 0.6 3.1 8.0

１区 23 - - 4.3 - 13.0 60.9 - - - - 8.7 - - 8.7 4.3

２区 6 16.7 - - - 16.7 66.7 - - - - - - - - -

３区 11 9.1 - - - 18 2 63.6 - - - - - - - - 9.1

４区 43 2.3 - - 2.3 14.0 53.5 - 2.3 - - 4.7 - 4.7 4.7 11.6

５区 30 3.3 - - 3.3 3.3 70.0 - - - - - - - 6.7 13.3

６区 11 - - 9.1 - - 72.7 - - - - 9.1 9.1 - - -

７区 11 - - 9.1 - 18 2 54.5 9.1 - - - - - - - 9.1

８区 21 14.3 - 4.8 - - 61.9 - - - - - - - 4.8 14.3

佐屋前 17 17.6 - - 5.9 5.9 58.8 - - - - - - - 5.9 5.9

川添北 40 2.5 2.5 2.5 2.5 22.5 57.5 - - - - - - - 2.5 7.5

川添南 35 5.7 2.9 2.9 8.6 8.6 65.7 - - - - 2.9 - - - 2.9

上ノ原 53 - - - 1.9 17.0 56.6 - - 1.9 - 1.9 - 1.9 5.7 13.2

樋渡・牛渡 46 10.9 - 2.2 - 15 2 50.0 2.2 2.2 - - 4.3 - - 8.7 4.3

高瀬 32 3.1 - - - 6.3 78.1 3.1 - - - 6.3 - - 3.1 -

幾世橋 29 17.2 - - 6.9 13.8 51.7 - - - - - - - 6.9 3.4

北幾世橋北 24 8.3 - - - - 83.3 - - - - - - - - 8.3

北幾世橋南 23 4.3 - - - 8.7 69.6 - - - - 4.3 - - - 13.0

北棚塩 18 5.6 - - - 5.6 72.2 - - - - - - - 5.6 11.1

南棚塩 11 - 27.3 - - 45.5 9.1 - - - - - - - 9.1 9.1

請戸北 15 20.0 13.3 20.0 - 40.0 - - - - - - - - - 6.7

請戸南 20 10.0 5.0 15.0 5.0 60.0 - - - - - - - - - 5.0

中浜 - - - - - - - - - - - - - - - -

両竹 - - - - - - - - - - - - - - - -

小丸 12 8.3 8.3 16.7 - - 41.7 - - - - - - - - 25.0

畑川 3 66.7 - - - - 33.3 - - - - - - - - -

井手 13 23.1 - - - 30.8 38.5 - - - - - - - - 7.7

田尻 36 16.7 2.8 2.8 2.8 5.6 61.1 - - - - 2.8 - 2.8 - 2.8

末ノ森 9 - - - - 11.1 66.7 - - - - - - 11.1 - 11.1

大堀 10 10.0 - 20.0 - - 50.0 - - - - - 10.0 - 10.0 -

小野田 9 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

谷津田 10 20.0 - - - - 70.0 - - - - - - - - 10.0

酒井 8 - 12.5 - - 12.5 75.0 - - - - - - - - -

室原 24 - - - 8.3 8.3 70.8 - - - - - - - 8.3 4.2

立野上 5 40.0 20.0 - - - 20.0 20.0 - - - - - - - -

立野中 19 5.3 5.3 - - 10.5 63.2 - - - - 5.3 - - - 10.5

立野下 24 12.5 - - 4.2 4 2 70.8 - - - - - - - - 8.3

苅宿 21 19.0 4.8 - 4.8 4.8 57.1 - - - - - - - 4.8 4.8

加倉 26 7.7 3.8 - 3.8 11.5 50.0 - - - - 7.7 - - 3.8 11.5

酒田 23 - 4.3 - - 4.3 73.9 - - 4.3 - - - - - 13.0

西台 22 - - 4.5 - 13.6 77.3 - - - - - - - - 4.5

藤橋 14 14.3 - - - 7.1 50.0 - - - - 14.3 - - - 14.3

羽附 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

津島 10 20.0 - - - - 50.0 - - - - 10.0 - - - 20.0

下津島 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

南津島上 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

南津島下 8 12.5 - 12.5 - 12.5 37.5 - - - - - - - - 25.0

赤宇木 10 - - 10.0 10.0 - 70.0 - - - - - - - - 10.0

手七郎 3 33.3 - - - 33.3 33.3 - - - - - - - - -

大昼 2 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

わからない 1 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -
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Ⅲ 調査結果 

 

 

上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［元通りの地域の姿に戻っている・被災の形跡が無くなっている］ 

 震災前と同じ状態に戻ってほしい。（10～20 代） 

 破損した家を街並みから早くなくして、解体してほしい。復興がまだ続いているような気持ちになる。更

地の方がまだ良いと思う。（60 代） 

 元の姿には戻れないと思うが、それに近いような「形」にしてほしい。（70 代以上） 

 

［除染の取組みが行き届いている、放射能の心配がない］ 

 全てを除染して震災前の放射線レベルに戻してほしい。（30 代） 

 放射量、飲み水等の心配が全く心配のない町。（50 代） 

 山や水田、畑等すべての除染を済ませ山菜やキノコが自由に食べられる事を願う。（70 代以上） 

 

［安心・安全や、住みたくなる生活環境がある］ 

 元の浪江町の様に住みやすく、更に利便性が良くなればいいと思う。（30 代） 

 きちんと整備された安全な地区になってほしい。（40 代） 

 人口が２割程度になったとしても、便利で環境が良く、誰もが幸せそうに暮している町であってほしい。

新しい日本のモデルの町を目指してほしい。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 

 

３－４ 意見・要望 

 

 

国や自治体への要望、復興に対する展望や気持ちなどについて、1,901 世帯から回答があった。ここでは、

記入された回答を下記項目に分類し、代表的なものを抜粋して掲載する。 

 
●生活について 

・避難生活の長期化への不安 

・元の生活が取り戻せるかどうかの不安 

・元の生活、安定した生活の回復 

・元の生活に戻ることについてのあきらめ 

・現在の生活について 

・現在の生活の人間関係・コミュニティについて 

・現在の生活の経済的な不安について 

・現在の生活の健康に関する不安について 

・現在の生活の仕事・学業に関する不安について 

・現在の生活全般の不安について 

・将来の生活に関する考えについて 

・将来の生活の経済的な不安について 

・将来の生活の健康に関する不安について 

・将来の生活の仕事・学業に関する不安について 

・将来の生活全般の不安について 

・生活（再建）支援について 

・その他 

●除染について 

・除染作業の意義について 

・除染作業にかける費用の他への活用について 

・除染作業の効果などについて 

・除染作業の実施箇所などについて 

・除染作業の早期・迅速・的確な実施について 

・除染作業スケジュ－ルの明確化について 

・除染廃棄物の処理について 

・その他 

●震災発生前の居住地について 

・帰還困難区域への立入りについて 

・帰還困難区域等の設定について 

・所有する住まい・土地の買取りについて 

・自宅の現状（被害状況）について 

・自宅の再建・改築・解体について 

・元の住居や土地などの管理・処分について 

・元の住居や土地に対する税について 

・所有する墓地の維持・管理・移転について 

・その他 

●復旧・復興について 

・復旧・復興の遅れ、長期化について 

・復旧・復興のスケジュ－ルについて 

・復旧・復興の進め方（地域の開発、再編、その他）について 

・町村合併について 

・ライフライン・インフラの整備について 

・社会福祉施設の整備について 

・医療施設の復興・充実について 

・学校の復興・充実について 

・商業の復興・充実について 

・住民の参加・自助努力について 

・早期の原状回復・復興実現について 

・その他 

●賠償について 

・賠償内容・方法について 

・賠償の取り組みの迅速化、方針やスケジュールの明確化について 

・所有する住まい・土地に対する賠償全般について 

・その他 

●原発の安全性について 

・廃炉作業の迅速な実施について 

・廃炉作業全般について 

・その他 

●帰還について 

・帰還への不安 

・帰還可能時期の明確化について 

・帰還したい 

・帰還しない 

・現時点では帰還の判断ができない 

・帰還に関する施策について 

・帰還を望まない人への対応について 

・その他 

●原発事故に対する対応について 

・行政や東電の対応について 

・対応の長期化、遅れについて 

・情報の開示・発信について 

・中長期的スケジュ－ルについて 

・その他 

●避難期間中及び将来の住宅について 

・復興公営住宅の早期・迅速な建設について 

・復興公営住宅の建設地・形態等について 

・復興公営住宅に係る経済的負担について 

・復興公営住宅への入居が可能かどうかの不安 

・復興公営住宅への入居について 

・居住場所の確保について 

・借上げ住宅について 

・住宅の購入について 

・その他 

●その他 

・今後のエネルギー政策について 

・行政に対する謝意、励まし 

・その他 

 

※掲載する文章は原文を基本とするが、固有名詞が含まれている場合や長文の場合などは、一部省略している。 

※一世帯の回答の内容が、複数のテ－マにわたる場合は、それぞれの項目へ分類している。  

問 11 国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 
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Ⅲ 調査結果 

 

［住宅の購入について］ 

 避難先で生まれた子供のためには、そちらに自宅（新居）を建てたいと考えているが、賠償金が少ない上、

たくわえも無い為、現実的には難しい。（40 代） 

 復興住宅に申し込もうと思ったが、家賃が高い。仕事をしているので最高額！そのお金を払うのなら、持

家を買いたい。浪江に安く家を作れるなら、帰っても良いと思っている。（50 代） 

 家は戸建を買いましたが沢山のローンがありますので今後どうなって行くのかと心配は沢山残っていま

す。持ち家の方との差があまりにも大きくて補償をいつまで続けてくれるのかこれからも心配は続いて行

くと思います。（60 代） 
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Ⅲ 調査結果 

 

［復旧・復興の遅れ、長期化について］ 

 もっと早く、復旧・復興するものと安易に考えていたが、長い歳月が人々の背中を押すにはあまりにも時

が経ち過ぎた。（50 代） 

 年々、復興が遅く感じる。反面、他の地域での災害が多くもう５年も経っているので、自分達が何もして

もらえないという気持ちにはなれない。（40 代） 

 あまりにも復興が遅れたため帰る気がなくなり別な道を進まざるをえなかった。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 

 

［対応の長期化、遅れについて］ 

 被災から５年６ヶ月私達には長かった。町長の判断が遅く気持ちが変わった。戻っても若い人は帰らない

と思うし、子供達のことを思うと考えられない。（30 代） 

 まだまだ復興にはほど遠いと感じています。国はもう少しスピードを持って復興に取り組んでほしいと思

います。（70 代以上） 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 1  あなたの現在の性別と年齢を教えてください。 

（1） 性別 （○は１つ） 

1. 男性 2. 女性 

 

（2） 年齢 （○は１つ） 

1. ～１９歳 
2. ２０～２４歳 
3. ２５～２９歳 
4. ３０～３４歳 
5. ３５～３９歳 
6. ４０～４４歳 
7. ４５～４９歳 

8. ５０～５４歳 
9. ５５～５９歳 
10. ６０～６４歳 
11. ６５～６９歳 
12. ７０～７４歳 
13. ７５～７９歳 
14. ８０歳以上 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 2  現在のあなたの職業を教えてください。 
仕事に就いている方は、業種と今後の継続意向も教えてください。なお、２つ以上の職業を
持っている場合は、主な収入源になっている職業を教えてください。 

（1） 職業（就業形態） （○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者（継続中もしくは再開済） 

2. 自営業・会社経営者（休業中） 

3. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 

4. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 

5. 団体職員 

6. 公務員 

7. パート・アルバイト 

8. 学生 

9. 無職（職を探していない） ⇒問 3 へ 

10. 無職（職を探している） 

11. その他  具体的に 

 

【問 2（1）で「1」から「7」、「11」と回答した方にうかがいます。】 

（2） 業種 （○は１つ） 

1. 農業 

2. 林業 

3. 漁業 

4. 畜産業 

5. 建設業 

6. 製造業 

7. 電気･ガス・水道業 

8. 運輸業 

9. 卸売業 

10. 小売り業 

11. 宿泊業 

12. 飲食サービス業 

13. 生活関連サービス業 

（理容・美容・洗濯など） 

14. サービス業（他に分類されないもの） 

15. 金融業 

16. 保険業 

17. 医療 

18. 福祉・介護 

19. 教育 

20. 公務 

21. その他  具体的に 

 

 

【問 2（1）で「1」から「7」、「11」と回答した方にうかがいます。】 

（3） 今後の継続 （〇は１つ） 

1. このまま継続する 

2. 町内に戻るまで継続する 

3. 分からない 

Ⅳ 参考資料 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 3  震災発生当時にお住まいだった行政区を教えてください。（○は１つ） 

1. １区 

2. ２区 

3. ３区 

4. ４区 

5. ５区 

6. ６区 

7. ７区 

8. ８区 

9. 佐屋前 

10. 川添北 

11. 川添南 

12. 上ノ原 

13. 樋渡・牛渡 

14. 高瀬 

15. 幾世橋 

16. 北幾世橋北 

17. 北幾世橋南 

18. 北棚塩 

19. 南棚塩 

20. 請戸北 

21. 請戸南 

22. 中浜 

23. 両竹 

24. 小丸 

25. 畑川 

26. 井手 

27. 田尻 

28. 末ノ森 

29. 大堀 

30. 小野田 

31. 谷津田 

32. 酒井 

33. 室原 

34. 立野上 

35. 立野中 

36. 立野下 

37. 苅宿 

38. 加倉 

39. 酒田 

40. 西台 

41. 藤橋 

42. 羽附 

43. 津島 

44. 下津島 

45. 南津島上 

46. 南津島下 

47. 赤宇木 

48. 手七郎 

49. 大昼 

50. 分からない 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 4  震災発生当時にお住まいだった住宅は、どのような形態でしたか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 持ち家（集合住宅） 

3. 民間賃貸住宅（一戸建）  

4. 民間賃貸住宅（集合住宅）  

5. 公営住宅 

6. 給与住宅（社宅、公務員宿舎など） 

7. 家族のどなたかの 

お住まい・実家 

8. 親戚・知人宅  

9. その他  

具体的に 

 

【問 4で「1.持ち家(一戸建)」「2.持ち家(集合住宅)」と回答した方にうかがいます。】 
 問 4-1  震災発生当時にお住まいだった住宅は、現在どのような状況ですか。（○は１つ） 

1. 地震により解体をせざるを得ない被害、劣化等がみられる 

2. 地震では大きな被害がなかったが、避難中に解体せざるを得ない 

劣化等がみられる 

3. 修理すれば住める状況 

4. 修理したので住める状況 

5. 特に損傷はない 

6. 既に解体している 

7. 津波により、家が流失している  ⇒問 5 へ 

8. わからない  ⇒問 4-2 へ 

東日本大震災発生時および震災前の、あなたの状況について教えてください。 

⇒問 5 へ 

⇒問 4-2 へ 

⇒問 5 へ 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 5  あなたが現在避難されている市町村を教えてください。（○は１つ） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 川内村 

7． 新地町 

【 中 通 り 】 

8． 福島市 

9． 郡山市 

10． 白河市 

11． 須賀川市 

12． 二本松市 

13． 田村市 

14． 伊達市 

15． 本宮市 

16． 桑折町 

17． 川俣町 

18． 大玉村 

19． 西郷村 

20． 三春町 

【 会 津 】 

21． 会津若松市 

22． 喜多方市 

23． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1から23以外） 】 

24． 福島県内のその他の市町村 

→具体的にご記入ください 
             

（市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

25． 福島県外 

→具体的にご記入ください 
 

（都・道・府・県） 

 

（市・町・村） 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 6  震災発生当時と現在の世帯構成についてうかがいます。 

（1） 「震災発生当時」に、あなたを含めて一緒に住んでいた方の人数を教えてください。 

あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上の方  人 

 

（2） 「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。 

あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上の方  人 

 

避難状況について教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 7  現在お住まいになっている住宅はどのような住居形態ですか。(○は１つ) 

1.  仮設住宅（プレハブ型。無償） 

2.  借上住宅（民間住宅・公営住宅など 

の借り上げ型。無償） 

3.  公営住宅（有償） 

4.  民間賃貸住宅（有償） 

5.  給与住宅（社宅など） 

6.  家族のどなたかのお住まい・実家 

7.  親戚・知人宅 

8.  持ち家（ご本人またはご家族所有） 

9.  その他  具体的に 

 

 

 
【問 7で「8.持ち家（ご本人またはご家族所有）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 7-1  現在お住まいになっている持ち家についての状況をお答えください。(それぞれ○は１つ) 

持ち家の 

取得形態 

（○は１つ） 

1.  新築した 

2.  建売住宅を購入した 

3.  分譲マンションを購入した 

4.  中古住宅を購入した 

5.  元から所有していた 

6.  その他（具体的に                                    ） 

取得前の 

居住形態 

（○は１つ） 

1.  仮設住宅（プレハブ型。無償） 

2.  借上住宅（民間住宅・公営住宅などの借り上げ型。無償） 

3.  民間賃貸住宅（有償） 

4.  その他（具体的に                                    ） 

入居後の 

問題など 

（○はいくつで

も） 

1. 周辺の状況がわからない 

2. 地域の方と打ち解けられない 

3. 浪江町の方がいないので話がしにくい 

4. 原子力発電所事故による避難者ということを知られたくない 

5. その他（具体的に                                     ） 

6. 特に問題はない 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 8  現在、ペットを飼っていますか。（○はいくつでも） 

1.  屋内で犬を飼っている 

2.  屋外で犬を飼っている 

3.  猫を飼っている 

4.  犬、猫以外のペットを飼っている（具体的に                             ） 

5.  ペットは飼っていない 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 9  将来、浪江町の避難指示が解除された後の浪江町への帰還について、現時点でどのように

お考えですか。「1」から「3」の中から一つ選び、それぞれの質問にお答えください。 

（現在一緒にお住まいの家族の一部だけでも戻りたいと考えている場合は「1」を選んでくだ
さい）（○は１つ） 

1. すぐに・いずれ戻りたい 

と考えている 

2. まだ判断がつかない 

 

3. 戻らないと決めている 

 

 

 

 

【問 9で「1.すぐに・いずれ戻りたい」「2.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいま

す。】 

 問 9-1  あなたが浪江町に戻る場合に希望する職種を教えてください。 

（1） 職業（就業形態） （○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者 

2. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 

3. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 

4. 団体職員 

5. 公務員 

6. パート・アルバイト 

7. シルバー人材センター 

8. 地域貢献活動 

（防犯パトロールなど） 

9. 特に希望はない 

10. 働く予定はない 
 

11. その他 具体的に 
 

【問 9-1（1）で「1」から「6」、「11」と回答した方にうかがいます。】 

（2） 業種 （○は１つ） 

1. 農業 
2. 林業 
3. 漁業 
4. 畜産業 
5. 建設業 
6. 製造業 
7. 電気･ガス・水道業 
8. 運輸業 
9. 卸売業 
10. 小売り業 
11. 宿泊業 

12. 飲食サービス業 
13. 生活関連サービス業（理容・美容・洗濯など）  
14. サービス業（他に分類されないもの） 
15. 金融業 
16. 保険業 
17. 医療 
18. 福祉・介護 
19. 教育 
20. 公務 
21. その他  具体的に 

避難指示解除後に関するご意向についてお聞かせください。 

ここからの設問は、同封資料の「浪江町の復旧・復興の取組」をよくお読みになってからお答

えください。 

Ｐ12 問 9-11 へ 

⇒ 

問 9 で「1」と 
回答した方は 
問 9-2 へ 

問 9 で「2」と 
回答した方は 
問 9-10 へ 

問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と 

回答した方はＰ9 問 9-2 へ 

問 9 で「2.まだ判断がつかない」と 

回答した方はＰ11 問 9-10 へ 
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【問 9で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 
問 9-2  戻る場合に家族の全員か一部かについて教えてください。（○は１つ） 

1． 家族全員での帰還を考えている 

2． 家族一部での帰還を考えている 

3． 現在検討しているところ 

4． まだ分からない 

 
【問 9-2 で「1.家族全員での帰還を考えている」「2. 家族一部での帰還を考えている」と回答

した方にうかがいます。】 

問 9-3  戻る予定の家族の人数を教えてください。あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあては

まる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上の方  人 

 

【問 9で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-4  帰還した場合のお住まいは、どのような形態を希望されますか。（○は１つ） 

【元の住居と違う場所】 
1.  新たに一戸建の持ち家を新築 
2.  新たに一戸建の持ち家を購入 
3.  新たに民間賃貸住宅（一戸建）を借用 
4.  新たに民間賃貸住宅（集合住宅）を借用 
5.  新しくできる（災害）公営住宅 

【元の住居と同じ場所】 
6.  元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む） 
7.  元の民間賃貸住宅（一戸建） 
8.  元の民間賃貸住宅（集合住宅） 
9.  元の町営住宅 
10. 元の給与住宅（社宅など）                           
11. 家族のどなたかのお住まい・実家 
12. 親戚・知人宅 

13. その他 （具体的に                            ） 
14. 現時点では判断できない 

 
【問 9-4 で「1」から「5」と回答した方にうかがいます。】 

 問 9-5  元の住居と違う場所を希望される理由は、何ですか。（○はいくつでも） 

1. 帰還困難区域だから 
2. 元の住居周辺の放射線量の高さが心配だから 
3. 元の住居周辺に住む人が少ないと思うから 
4. 浪江町の新たな場所で生活を開始したいから 
5. 今後、津波の被害を受けることが心配だから 
6. 津波被災により災害危険区域となったため住めないから 
7. 元の住居が荒廃しているから 
8. その他（具体的に                            ） 

 

 

⇒問 9-6 へ 

 

⇒問 9-6 へ 

 ⇒問 9-4 へ 
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【問 9で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-6  浪江町へ戻る時期を教えてください。（○は１つ） 

1. すぐに戻りたい ⇒問 9-7 へ 

2. いずれ戻りたい（数年で帰りたい・5 年以内）  

3. いずれ戻りたい（当面帰れないが、いずれ帰りたい・5 年以上） 

4. いずれ戻りたい（年数では判断できない）    

5. いずれ戻りたい（分からない） 

 
【問 9-6 で「1.すぐに戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-7  浪江町に戻る場合に、同封資料を見て不足していると感じるものを教えてください。 

（○はいくつでも） 

1． 被ばく低減対策 
2． 住宅の修繕や建て替えへの支援 
3． 住宅の新築・購入の支援 
4． 災害公営住宅や民間賃貸住宅への入居支援 
5． 買い物への支援  
6． 健康や介護に関する支援 
7． 子育てや学校教育への支援、生活交通の支援 
8． 雇用確保・就業支援 
9． 携帯電話やインターネット等通信環境の改善 
10．その他（具体的に                               ） 
11．特にない 

 
【問 9-6 で「1.すぐに戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-8  浪江町に戻ったら、すぐにでもやりたいことを教えてください。（自由記載） 
 
 
 
 
 
【問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-9  同封資料を見て戻る時期を判断する条件を教えてください。（○はいくつでも） 

1． 仕事（事業再開を含む）ができるようになること 
2． 元の家屋に住めるようになること 
3． 住宅の新築や購入ができる環境が整うこと 
4． 町内の災害公営住宅などの賃貸住宅が整うこと 
5． 鉄道やバスなどの公共交通が整うこと 
6． 医療・介護などが整うこと 
7． 商業やサービス業などの施設が整うこと 
8． 教育環境が整うこと 
9． 避難中の今の場所での子育てが終えるまで 
10． 住民の帰還がある程度進んでから 
11． 放射線量の低下や除染成果が分かってから 
12． 放射線の人体への影響が分かってから 
13． 中間貯蔵施設の状況が分かってから 
14． 原子力発電所が安全と分かってから 
15． 受け取る賠償額が分かってから 
16． その他（具体的に                                  ） 
17． 分からない 

 
⇒問 9-9 へ 

P14 問 9-16 へ 

 

⇒問 9-13 へ 
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【問 9で「2.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-10  同封資料を見て浪江町へ戻ることを判断するために必要なことを教えてください。 

（○はいくつでも） 

1． 避難指示解除となる時期の目安に関する情報 

2． 働く場の確保の目途 

3． 元の住宅の住宅修繕に関する情報 

4． 住宅確保への支援に関する情報 

5． 鉄道やバスなどの公共機関の復旧時期の目途 

6． 医療・介護の復旧時期の目途 

7． 商業やサービス業などの施設の復旧時期の目途 

8． 学校などの教育環境の復旧時期の目途 

9． どの程度の住民が戻るかの状況 

10． 放射線量の低下の目途、除染成果の状況 

11． 放射線の人体への影響に関する情報 

12． 中間貯蔵施設の情報 

13． 原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や廃炉の状況） 

14． 受け取る賠償額の確定 

15． その他（具体的に                                   ） 

16． 現時点で家族間の意見が分かれており、帰還意向について回答できない 

17． 現時点ではどのような情報があれば判断できるかわからない 

 

⇒問 9-13 へ 
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【問 9で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 9-11  同封資料を見て現時点で戻らないと決めている理由を教えてください。（○はいくつでも）  

【帰還の前提・健康に関わるもの】 
1.  放射線量が低下せず不安だから 
2.  原子力発電所の安全性に不安があるから 
3.  水道水などの生活用水の安全性に不安があるから 

【町内の復旧状況に関わるもの】 
4. 浪江町に戻っても仕事がなさそうだから 
5. 浪江町での事業の再開が難しいから 
6. 営農などができそうにないから 
7. 家が汚損・劣化し、住める状況ではないから 
8. 浪江町外への移動交通が不便だから 
9. 道路、鉄道等の交通インフラに不安があるから 

10.  医療環境に不安があるから 
11.  介護・福祉サービスに不安があるから 
12.  教育環境に不安があるから 
13.  生活に必要な商業施設などが元に戻りそうにないから 

【今後の生活に関わるもの】 
14.  高齢者・要介護者のいる世帯なので生活が不安だから 
15. 他の住民も戻りそうにないから 
16. 今後の津波被害を受ける可能性があるから 
17. 帰還までに時間がかかるから 
18. 避難先で仕事を見つけているから 
19. 今の環境で子どもの教育を継続させたいから 
20. 避難先の方が生活利便性が高いから 
21. 家族（親または子ども・孫）が帰らないから 
22. その他（具体的に                                 ） 

【問9-11で「4」から「6」と回答した方にうかがいます。】 

 問 9-12  町内でどのような職種に就くことができれば、浪江町に戻りたいと思いますか。 

（1） 職業（就業形態） （○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者 
2. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 
3. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 
4. 団体職員 
5. 公務員 
6. パート・アルバイト 

7. シルバー人材センター 
8. 地域貢献活動 

（防犯パトロールなど） 
9. 特に希望はない 
 
10. その他 具体的に 

 

【問 9-12（1）で「1」から「6」、「10」と回答した方にうかがいます。】 

（2） 業種 （○は１つ） 

1. 農業 
2. 林業 
3. 漁業 
4. 畜産業 
5. 建設業 
6. 製造業 
7. 電気･ガス・水道業 
8. 運輸業 
9. 卸売業 
10. 小売り業 
11. 宿泊業 

12. 飲食サービス業 
13. 生活関連サービス業（理容・美容・洗濯など） 
14. サービス業（他に分類されないもの） 
15. 金融業 
16. 保険業 
17. 医療 
18. 福祉・介護 
19. 教育 
20. 公務 
21. その他  具体的に 

⇒問 9-13 へ 

 

 

⇒問 9-13 へ 

P13 問 9-13 へ 

⇒問 9-13 へ 
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【問 9で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回
答した方にうかがいます。】 
 問 9-13  帰還しない場合または帰還するまでの間、今後、居住を希望する市町村（現在のお住ま

いのままの方は現在の市町村）はどちらですか。その市町村を教えてください。 

（○は１つ） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 川内村 

7． 新地町 

【 中 通 り 】 

8． 福島市 

9． 郡山市 

10． 白河市 

11． 須賀川市 

12． 二本松市 

13． 田村市 

14． 伊達市 

15． 本宮市 

16． 桑折町 

17． 川俣町 

18． 大玉村 

19． 西郷村 

20． 三春町 

【 会 津 】 

21． 会津若松市 

22． 喜多方市 

23． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1から23以外） 】 

24． 福島県内のその他の市町村 

→具体的にご記入ください 
             

（市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

25． 福島県外 

→具体的にご記入ください 
 

（都・道・府・県） 

 

（市・町・村） 

 

【 その他 】 

26． 決めかねている 

 
【問 9で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回
答した方にうかがいます。】 
 問 9-14  帰還しない場合または帰還するまでの間、今後のお住まいとして、希望する（既に居住し

ている場合を含む）住宅はどのような形態ですか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 持ち家（集合住宅） 

3. 民間賃貸住宅（一戸建） 

4. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

5. 公営住宅 

6. 給与住宅（社宅など） 

7. 家族のどなたかのお住まい・実家 

8. 親戚・知人宅 

9. その他（具体的に ） 

10. 現時点では判断できない 
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【問 9で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回

答した方にうかがいます。】 

 問 9-15  帰還しない場合または帰還するまでの間、浪江町との関係や必要な支援について教え

てください 

（1）浪江町との関係（〇はいくつでも） 

1. 移転した場所に住みながら、定期的に浪江町に行き来したい 
2. 浪江町の祭事などに参加したい 
3. 浪江町の地域活動や行政に協力していきたい 
4. ふるさと納税などで協力していきたい 
5. 浪江町との関係性はなくてもよい 
6. その他（                                    ） 

 

（2）必要な支援（〇はいくつでも） 

1. 浪江町の情報の提供 
2. 賠償請求に関する支援 
3. 住宅再建の支援情報の提供 
4. 就労の支援情報の提供 
5. 交流の場の開催 
6. 支援は特にいらない 
7. その他（                                    ） 

 
【すべての方にうかがいます。】 

 問 9-16  震災前に浪江町でお住まいだった地区について、将来、望む姿について教えてく

ださい。（自由記載） 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 10-1  普段、浪江町に関する情報を、どこでお知りになりますか。（○はいくつでも）  
1． 浪江町広報誌／お知らせ版 

2． 浪江町メールマガジン 

3． なみえ新聞（タブレット） 

4． 浪江町のホームページ 

5． 浪江町以外のホームページ 

6． 新聞（福島民報、福島民友） 

7． 新聞（全国紙、福島県以外の地方紙） 

8． テレビ 

9． ラジオ 

10． 友人・知人からの口コミ 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 10-2  浪江町役場からの情報提供にどの程度満足していますか。（○は１つ） 

1． 満足している  

2． やや満足している 

3． どちらともいえない  

4． あまり満足していない 

5． 満足していない 

 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 10-3  ホームページ、広報誌、タブレットを介して、浪江町役場から提供してほしい情報はありま

すか。（○はいくつでも） 

1． 浪江町のインフラ復旧状況 

2． 現在の浪江町各地の様子 

3． 復興計画の進行状況 

4． 浪江町内の求人情報 

5． 浪江町民からのよくある質問 

6． 昔なつかしい浪江町各地の写真 

7． 避難先でのイベントの様子 

8． 再開している浪江の小中学校での学校  

行事の様子 

9． 浪江町民の声 

10． 除染の進捗状況  

11． 浪江町長の動向 

12． 浪江町議会の様子 

13． 賠償に関する動向 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 10-4  普段、以下にあげた方々（「1」～「7」）と、どの程度、連絡を取っていますか。 

（それぞれ○は１つ） 

 

※連絡には、「対面での会話」「電話」「メール」「手紙」

「FAX」「SNS（Facebook/mixi/Twitter 等）」、「メッセージア

プリ（LINE 等）」などを含みます。 

ほ
ぼ
毎
日
あ
る 

週
に
２
～
３
回 

月
に
２
～
３
回 

月
に
１
回
以
下 

全
く
な
い 

特
に
必
要
な
い 

1．同居している家族 1 2 3 4 5 6 

2．別居している家族 1 2 3 4 5 6 

3．その他の親戚 1 2 3 4 5 6 

4．被災前からの友人・知人 1 2 3 4 5 6 

5．避難後にできた友人・知人 1 2 3 4 5 6 

6．浪江町で暮らしていた頃の近所の方 1 2 3 4 5 6 

7．現在住んでいる場所（避難先）の近所の方 1 2 3 4 5 6 

町からの情報入手と周囲とのコミュニケーションに関する状況についてお聞かせください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 10-5  浪江町が貸与している「タブレット」は利用していますか。（○は１つ） 

1. 持っており利用している ⇒問 10-6 へ 

2. 持っているが利用していない ⇒問 10-7 へ 

3. 申込んだが届いていない・申込んでいない ⇒問 10-8 へ 

 

【問 10-5 で「1.持っており利用している」と回答した方のみお答えください。】 

 問 10-6  タブレットを利用してみての具体的な効果について、どのように感じていますか。 

（それぞれ○は１つ） 

 非
常
に 

感
じ
る 

や
や 

感
じ
る 

あ
ま
り 

感
じ
な
い 

ま
っ
た
く 

感
じ
な
い 

1．浪江町の情報を得る機会が増えた 1 2 3 4 

2．ふるさとへの愛着・絆が深まった 1 2 3 4 

3．浪江町民どうしで情報共有、伝達がしやすくなった 1 2 3 4 

4．他の町民の様子が分かるようになった 1 2 3 4 

5．新しい知り合いができた 1 2 3 4 

6．日常生活や仕事、趣味に役立った 1 2 3 4 

 

【問 10-5 で「2.持っているが利用していない」と回答した方のみお答えください。】 

 問 10-7  どのような機会・条件があれば利用しますか。 （○はいくつでも）   

1． 基本的な操作を学ぶことができる講習会が住居の近くで開催される 

2． 操作などで困ったときにすぐ相談できる環境がある（コールセンターなど） 

3． 浪江町の情報が、より提供される 

4． 浪江町民の様子が、より提供される 

5． 分散している町民と連絡できる 

6． 自分の意見を行政に発信できる 

7． その他（                           ） 
 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 10-8  現在のあなたのお気持ちに近いと思われることについて教えてください。（○はいくつでも） 
 

1． 誰にも心を開いて話せないと感じる 

2． 社会や世間から取り残されていると感じる 

3． 同じ境遇の人と、故郷の言葉（方言）で気兼ね

なく話したい 

4． 避難している地域の住民にはなじめないと感

じる 

5． 浪江町の知り合いと連絡がつかないので、困

っている 

6． さまざまな決定事項の検討過程が不透明な感

じがする 

7． 住居や待遇について、損をしている感じがす

る、不公平だと感じる 

8． どの様な形であれ、いつまでも浪江町民であ

りたい、浪江と繋がっていたい 

9． 全てを網羅した情報源がなく、知りたい情報

を取得するのが大変 

10． 自分が取り損ねた情報や、知らされていない

情報があるような気がする 

11． 先の見通しが立たないので、困っている 

12． 前を向いて、新しい生活を見つけなければと

思う 

13． ある程度生活再建はできていると感じる 

14． 特に問題はない 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 11  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返信用封筒にご記入済み調査票を入れて、 

９月２６日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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